
⾼耐熱チップ抵抗器

製品概要

資料

構 造

■ 最⾼使⽤温度 175 ℃、 定格使⽤温度 105 ℃に対応
■ 温度急変︓-55 ℃ ⇔ +175 ℃ 1000 サイクル保証

■ 当社独⾃性の端⾯電極・保護膜材料の開発により、耐熱性アップ
■ ⾼耐熱ソフト電極構造により温度サイクル試験 -55 ℃ ⇔ +175 ℃ 1000cycle 保証
■ 過酷な温度環境においても、⾼いはんだ接続信頼性を確保

⾼耐熱 ・ ⾼信頼性設計により
⾼温環境下の使⽤に貢献
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チップ抵抗器
約 0.15％伸縮

基板

基　板
約 0.3％伸縮

端⾯電極
ソフト電極かつ、⾼耐熱材料により、
　優れたはんだ接続信頼性を実現
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< 材料開発のコンセプト >

開発品

✔ 使⽤温度の向上
最⾼使⽤温度︓175 ℃
定格使⽤温度︓105 ℃

✔ はんだクラック抑制

原料の設計から⾒直しをおこない、
　　　　　　　　　　従来材料のもつトレードオフを克服

[ 樹脂電極 ( ソフト端⾯電極 ) 材料を採⽤→ 冷熱サイクルでの歪はんだ応⼒を緩和 ]

発⾏ : パナソニック　インダストリー株式会社　デバイスソリューション事業部
〒571-8506　⼤阪府⾨真市⼤字⾨真 1006 番地

＊本書からの無断の複製はかたくお断りします。 このチラシの記載内容は、 2024 年 6 ⽉現在のものです。
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貢献ポイント

商品ラインアップ
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データシート　→

[新規材料開発により⾼耐熱化を実現]
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最⾼使⽤ ・ 定格使⽤温度の拡⼤
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はんだクラック進⾏抑制により、 接続寿命を拡⼤
（例）1608 サイズ　負荷軽減曲線 （例）1608 サイズ　-55 ℃ ⇔ 175 ℃　熱衝撃試験結果
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既存品 (ERJ シリーズ )
開発品 (ERJH シリーズ）

⼀般厚膜抵抗
開発品 (ERJH シリーズ）

0.125 W
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1. 最⾼使⽤温度の拡⼤　155 ℃　⇒　175 ℃
2. 定格使⽤温度の拡⼤　70 ℃　⇒　105 ℃
3. 熱衝撃によるはんだクラック耐性の更なる向上

業界最⾼レベル　
-55 ℃ ⇔ 175 ℃熱衝撃試験 1000 cycle 保証

-55


